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［概要】

手の外科に必要な機能解剖および手の外科の作業療法における基礎的・応用的手法について習得する。

【学習目標】

1.拘縮の病態を評価し、拘縮の治療理論・手法を解説することができる。

2.屈筋腱および伸筋腱の機能解剖を解説することができる。

3.屈筋腱および伸筋腱損傷に対する治療の理論・手法を解説することができる。

4.手指および撓骨遠位短骨折等の骨折に対する治療の理論・手法を解説することができる。

5.末梢神経麻痺（筋腱移行・移植を含む）に対する治療の理論・手法を解説することができる。

6.手の外科に関する国試問題を正答することができる。
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授業計画又は学習の主題

1 拘縮に対するIヽ ンドセラピィ

2 屈筋腱および伸筋腱の機能解剖

3 屈筋腱損傷に対する治療

4 伸筋腱損傷に対する治療

5 手指および撓骨遠位短骨折などに対する治療

6 末梢神経麻痺（筋腱移行・移植を含む）に対する治療

7 国試対策
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番号 学習方法・担当教員

1 講義 大山

2 講義 大山

2 講義 大山

3 講義 大山

3 講義 大山

4 講義 大山

5 講義 大山
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